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編とステップアップす
ることで、単発開 催
よりも十 分に習得で
き、会員の皆様から
は、「次回のセミナー
が楽しみです」「演習
なども考えながらで
きてわかりやすかっ
た」などと高評価を
いただきました。下期には第 2 弾として、「目標を必達する組織集団を
作る！」と題して 1 月から 2 月にかけて開催しました。
　北陸支部では、今後も「組織力向上セミナー」など会員の皆様のご
意見を取り入れたセミナーを企画し、人財育成の場として展開してまい
ります。魅力的なユーザー会を目指してがんばりますので、皆様ご指導
のほどよろしくお願いいたします。

「皆様の声」をお聞かせください。

FUJITSUファミリ会事務局

E-mail：
Fax：03-6252-2798

contact-familykai@cs.jp.fujitsu.com

FUJITSUファミリ会をもっと楽しく活用していただくための
さまざまな情報をご提供します。

会員の皆様のご意見を反映して、
魅力ある地域セミナーに

　このセミナーは、会員の皆様からの「単発のセミナーだけではなく、
より深く掘り下げたセミナーを開催していただきたい」とのお声を反映
したセミナーとなっております。
　１つのテーマにつき、複数回開催することで、より深く習得してもら
おうと企画いたしました。

　第 1 弾はコー
チング講座とし
て、「最強 プラ
ス 思 考 に なる
組 織 集 団 を 作
る！」をテーマ
に 3 回にわたっ
て開催いたしま
した。理論編、
基 礎 編、 実 践

北陸支部からは、本年度より開催しております「組織力向上セミナー」についてご紹介いたします。

第1回 脳の理論・トレーニング方法など

第3回 プラス思考集団を作るためのコミュニケーション
術実践編

 http://jp.fujitsu.com/family/sibu/hokuriku/支部のイチオシ！ 北陸支部

●北海道　㈱日専連釧路
　　　　　函館白百合学園高等学校
　　　　　マスダプランニング㈱
　　　　　㈱ニッセンレンエスコート
　　　　　ＳＲＢ北海道㈱
　　　　　㈱日専連ニックコーポレーション
●信越　　㈱富士通マーケティング 長野支社
●関東　　㈱アチーボ・ジャパン
　　　　　㈱大高商事
　　　　　小林クリエイト㈱
　　　　　富士通リース㈱ 関東支店
　　　　　東邦インフォテック㈱
　　　　　大和製罐㈱
●東海　　沼津米穀卸㈱
●関西　　㈱アイオス
　　　　　日本ソフト開発㈱ 大阪支店
　　　　　㈱エスアールアイ
　　　　　㈱エーコープ近畿
●九州　　鹿児島県農業協同組合中央会
　　　　　トラストパーク㈱
　　　　　全国共済農業協同組合連合会 大分県本部
　　　　　タック㈱
●沖縄　　南西医療器㈱
　　　　　富士通ネットワークソリューションズ㈱

NEW FAMILY
（11～12 月度ご入会分）

　特集「情報セキュリティ最前線」は、いかがでしたか。

　2011年秋頃から情報セキュリティに関する事件や事故が、たびたび報道されています。

また2012年1月にダボスで開催された世界経済フォーラムの「グローバルリスク報告書 

2012年度版」では、発生する可能性が高いリスクとして「サイバー攻撃」が第4位にあげら

れました。今や情報セキュリティは、ICTにおける重要な課題となっています。本特集号で

は、多用化・巧妙化している情報セキュリティの脅威について、最新の動向やその対策を

解説いたしました。

　ICTが業務に欠かせないツールとなっている今、情報セキュリティの事件や事故を情報

システム部門だけで防ぐことは難しくなっています。今回の取材に応じていただいた独立

行政法人 情報処理推進機構（IPA）の小林偉昭氏は、経営者に向けて「事業を継続するう

えで重要なものを守るための対策を、現場と一緒に考えていくことから始めてください」

と仰っています。事例の取材では、万一感染したときに何をすべきかを体感できる教育も

必要になってきたというお話も伺いました。サイバー攻撃に対しては、ICT機器を利用す

るすべての人が正しく対策を実行していくことが大切です。

　小林氏は「攻撃する側は、いろいろと連携している」とも話されました。私たち守る側も

攻撃を受けた場合には情報を隠さずに、お互いに情報共有をすることにより対策を強化

することが必要になってきたのだと感じました。

　本特集が会員の皆様のお役に立てれば幸いです。

　最後に、ご多忙な中、取材に快く応じていただいた皆様に、心から御礼申しあげます。

「会報Family」編集委員から
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開  催  日：   2013 年 5 月 17 日（金）
開催場所： 帝 国ホテル（東京）
内　　 容 ：式典（2012 年度論文表彰）、記念講演、
　　　　　懇親会

春季大会

2013年度 全国行事開催予定

開  催  日：2013 年 11 月 7 日（木）～ 8 日（金）
開催場所：名古屋国際会議場
　　　　  （東海支部／愛知県名古屋市）
内容：記念講演、特別講演、セッション、懇親会、オプション行事

＜第1回＞

実施時期：2013年6月23日（日）～29日（土）（5泊7日）を予定
募集対象：若手リーダークラスから課長クラスまで
実施内容：研修プログラム
募集人員：30名程度
＜第2回＞

実施時期：2013年10月6日（日）～10月13日（日）（6泊8日）を予定
募集対象：課長クラスから経営層まで
実施内容：企業視察中心のプログラム
募集人員：30名程度

※ 富士通フォーラム2013（5月16日～17日）
　 同日開催（東京国際フォーラム）
　 5月16日にファミリ会論文2012年度入賞論文の発表を予定

開 催 日：2013年6月4日（火）
開催場所：ホテルグランパシフィック ＬＥ ＤＡＩＢＡ（東京／台場）
内容：2012年度研究分科会（16分科会）の成果発表／特別講演

主　    催：情報システム・ユーザ会連盟（FISA）
開  催  日：2013 年 10 月 9 日（水）
開催場所：きゅりあん（東京／品川）

秋季大会

海外セミナー（訪問国：米国）

ＬＳ研総合発表会２０１3

第34回 システム監査講演会◎ 募集（エントリー）開始        　2013年４月下旬
◎ エントリー締切　        　  2013年7月31日（水）
◎ 原稿締切　　　　            2013年8月31日（土）

 論文募集予定（年 1回募集）

　

LS研イベントのご紹介
◯ 開催期間
月 1 回 18 時～ 20 時（4 月～翌年 3 月迄の合計 12 回）
◯ 参加費用
マネジメンツサロン（部門長クラス）　　　5 万円（税込）／ 1 名
マネージャーズサロン（課長クラス）　　　3 万円（税込）／ 1 名
リーダーズミーティング（リーダークラス）  3 万円（税込）／ 1 名
◯ 申込方法
LS 研究委員会のホームページをご参照ください。
http://jp.fujitsu.com/family/lsken/

・異業種の参加者との意見交換が自己啓発となり、大きな成果が得られる
・LS 研の “Give ＆ Take” の精神により、新たな人脈が形成できる
・自社の悩みについて、意見交換から解決策のヒントが得られる
・異業種間での新たなビジネスモデルのきっかけが生まれる

ご参加のメリット

LS 研では、部門長クラス／課長クラス／リーダークラスに対して、
人脈形成と相互啓発を目的として、業界の最新動向（市場、経営、
ICT）や情報システム部門のあり方などについて、毎月1 回 18 時よ
り飲食をしながらくつろいだ雰囲気の中で意見交換を行っています。
参加された方から、異業種の方との人的交流が大変有効であった
とのご意見を頂戴しています。ご興味ございましたら、是非 LS 研
にご入会いただき、ご参加いただければ幸いです。

 http://jp.fujitsu.com/family/lsken/

表紙のことば （世界遺産シリーズ）

アメリカ合衆国
グランド・キャニオン国立公園
1979 年 ユネスコ世界自然遺産登録

アメリカ合衆国南西部、アリゾナ州に位置する「グランド・キャニオン国立公園」は、アメリ
カで最も古い国立公園の1つ。公園内には、コロラド川の浸食によって削り出されたグラン
ドキャニオンがあり、20億年前から2億5千万年前の地球の歴史が刻まれた地層を一望する
ことができる。全長約450kmにわたる大峡谷が現在の形になったのは、約200万年前と言
われ、大自然が生み出した驚異の景観と、原生のままの自然が残された地として人気があ
り、世界中から訪れる年間400万人を超す観光客を魅了している。
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　何ともいえない懐かしい響き。ケーナの音
色に魅せられてから何年経つだろうか。ケーナ
は「インカ」で知られるアンデス文明の代表的
な楽器※1。ケーナの由来となる民話には、「そ
の昔、美しいインカの王女と勇敢な戦士が恋
におち、叶わぬ恋と世をはかなんだ王女は、
戦士が戦いに出ている間に自殺を遂げてしま
います。王女の死を悲しんだ戦士は、彼女の墓
に通い続けました。ある日、墓の隙間から美し
い笛のような音が聞こえました。なんとそれ
は、彼女の足の骨が風に鳴っていたのでした。

　旅の楽しみの一つに、地の料理と共に地の
お酒を味わうことがあります。沖縄なら泡盛、
九州は焼酎、中四国以北では日本酒。旅先で
少しだけ時間を割いて、土地の酒蔵を訪ねる
と、そのお酒にぐっと親近感が湧いてきます。
夕食時、郷土料理に合わせて訪ねた蔵のお酒
を飲めば、味わいは格別なものになります。
　酒蔵は土地の名家であることが多く、建物
や調度品を見るだけで、歴史と文化が感じら
れます。しかし、なんといっても蔵めぐりの最
大の楽しみは、酒造工程の見学にあります。

　OKINAWA Power Girls は、沖縄のこども
たちが安心して十分な医療を受けられるよう、
病児やその家族の為に活動する「NPO法人こ
ども医療支援 わらびの会」を支援する目的で
誕生したそうです。
　このプロジェクトは、「沖縄救急ヘリ NPO
法人MESHサポート」の消防士カレンダーの
女性版としても知られています。以前この消防
士カレンダーを企画担当した方の新企画だそ

　レッスンを始めて1年半、少しは吹けるよう
になってきたが、まだまだ。南米フォルクロー
レの曲、知らない曲を覚えられるのも最大の
楽しみの一つ。夢は介護施設で演奏して、喜ん
でもらうこと。あと何年かかるだろうか。あき
らめずに頑張りたい。自分らしく歌うように
吹けるまで。あなたもケーナを始めてみません
か。必ず虜になること間違いなし。

たが、興味の尽きることはありません。
　冬が終わりを迎えると「蔵開き」というお祭
りの季節です。酒蔵を開放して、その年の新酒
を消費者と一緒に祝うお祭りです。酒蔵めぐ
りは敷居が高いと感じる方も、ご家族やご友
人と、蔵開きに参加してみてはいかがでしょう
か？ 日常の中の非日常が、待っているかもし
れません。

イになれるなら自分も！
と思えた1冊でした。
　ご興味ある方は、サイ
トをご覧いただき、ぜひ
1冊いかがでしょうか？ 
そして、未来あるこどもたちの少しの力にな
れればと思います。

「NPO 法人こども医療支援 わらびの会」 
　http://www.warabinokai.org/index.php

「OKIMAWA Power Girls」について
　http://www.okinawa-pg.com/?page_id=9
チャリティーフォトコレクション 購入サイト
　http://wook.jp/book/detail.html?id=222398

その骨を持ちかえった戦士は、笛にして、悲し
げにその笛を吹いては彼女を偲ぶのでした。
王女の名をケーナといいました‥‥」※2　
　最初はWebを参考にして、塩ビや100均の
デッキブラシの柄の竹の部分で自作してみた。
自分で作った笛が鳴ることにすごく感動した
けれど、音痴な笛でもあった。それからがケー
ナの収集の始まり。高音が出ないのは、ケー
ナのせいだと思った。どうもケーナを吹く人
は、ケーナを収集する時期を経験するとのこ
と。市内でケーナの活動をされている方のファ
ンで、ホームページは毎日チェックしていた。
ケーナレッスンが可能と知り、躊躇なく申し込
んだ。熱しやすく飽きやすい性格で、ケーナも
挫折寸前の頃だった。

　酒蔵によって作業場のレ
イアウトや設備は千差万
別。工夫の塊を目の当たり
にできます。また、発酵中の
醪
もろみ

を見学すればプクプクと
いう音にワクワクし、搾り
たての日本酒を試飲すれば
炭酸ガスの元気の良さに感動します。非日常
体験の連続です。
　地元広島県には、60ほどの日本酒の蔵があ
ります。旅先での酒蔵めぐりがきっかけで、機
会があれば地元の酒蔵を訪ねるようになりま
した。地場の蔵元と直に接すると、地元という
日常の中でも新しい発見があります。広島に
始まり、島根・山口と数々の酒蔵をめぐりまし

うで、主婦やOLなどフツーの一般人の方達が
賛同し、手探りしながら、チャリティーフォトコ
レクションを作成されたそうです。
　このプロジェクトでは、カレンダーではなく
電子書籍での販売で1冊￥500。収益金は、「わ
らびの会」に寄付されるそうです。
　ちょっとびっくりしたのが、少しセクシーな
ショットもあるので、主旨にギャップも感じま
したが・・・
　素人のはずですが、女性の目から見ても、モ
デルじゃないの？！と思うくらい綺麗な方達が
写っています。まぁ、好みはそれぞれあると思
いますが、フツーの主婦やOLがこんなにキレ

ケーナに夢中

酒蔵めぐりで
非日常体験

OKINAWA
Power Girls

小椋 政則  ㈱テイエルブイ（兵庫県加古川市）

渋木 宏明  マツダ㈱（広島県安芸郡）

花城 直子  ㈱りゅうせき（沖縄県浦添市）

わたし の お す すめ

※1 書籍『ケーナ初歩の初歩入門』（河辺晃吉編）より抜粋　※2 書籍『最新ケーナ教本』（河本好民編著）より抜粋

蒸米工程 醪発酵工程

最近凝っていること、これぞ私のライフワーク！ など、あなたのおすすめを文章と写真でご応募ください。
原稿を掲載させていただいた方には、図書カード（3,000円分）を差し上げます。

投 稿 募 集
●文章600字以内　Word文書または、シンプルテキスト
●写真 ： JPEG画像 等
●送付先 ： ファミリ会事務局 contact-familykai@cs.jp.fujitsu.com

記事掲載にあたり、会員企業（団体）名、お名前、所在地（市町村）
を掲載させていただきます。また、投稿者多数など、誌面の都合上
掲載できないことがございます。予めご了承ください。




